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特別損益の発生に伴う業績予想の修正に関するお知らせ

平成２０年３月期において、特別損益の計上を予定するとともに、平成１９年１０月２９日に公表し

ました平成２０年３月期業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

１．平成２０年３月期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

（１）連結

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 14,600 240 320 150 6.17

今回修正予想（Ｂ） 14,500 220 310 50 2.05

増 減 額（Ｂ－Ａ） △100 △20 △10 △100 －

増 減 率（  ％  ） △0.7% △8.3% △3.1% △66.7% －

(ご参考)前期実績 14,601 251 299 165 6.79

（２）個別

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 12,800 270 360 170 7.00

今回修正予想（Ｂ） 12,800 240 340 60 2.47

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 △30 △20 △110 －

増 減 率（  ％  ） 0.0% △11.1% △5.6% △64.7% －

(ご参考)前期実績 12,403 158 249 145 5.98

（３）修正の理由

　　　連結業績につきましては、住設機器関連子会社の売上高の減少などによりまして、連結売上高

　　　は100百万円の減少を見込んでおります。

　　　利益面につきましては営業利益、経常利益ともに若干の減少を見込んでおります。また、後述

　　　の特別損益の計上により当期純利益は50百万円と見込んでおります。

　　　個別業績につきましては、売上高は前回の業績見通しからは変更はありませんが、利益面では

　　　材料価格の高騰などにより営業利益、経常利益とも若干の減少を見込んでおります。また、後

　　　述の特別損益の計上により当期純利益は60百万円と見込んでおります。
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２．特別利益の計上

　Ⅰ．親会社株式の売却について

　　会社法第 135条第３項の規定により当社が保有する親会社株式を売却いたします。これにより連

　　結・個別決算ともに親会社株式売却益５２５百万円を計上する見込みであります。

　　(１)銘柄(種類) 日本碍子株式会社（普通株式）

　　(２)売却株式数 ２４２,４２３株

　　(３)売却日 平成２０年２月１３日

　　(４)売却方法 相対取引

　　(５)売却価格 １株当たり２,４９０円

（東京証券取引所(市場第１部)における平成２０年２月１２日の終値）

　　(６)売却金額 ６０３百万円

　　(７)売却益 ５２５百万円

３．特別損失の計上

　Ⅰ．住設機器関連事業の撤退について

　　住設機器関連事業については当社の連結子会社である中部エナジス株式会社にて製造販売を行っ

　　てきましたが近年は不採算事業となってきており、今後も収益の改善が見込まれないことから当

　　該事業から撤退することとし、今後は電気機器関連事業及び計測機器関連事業に経営資源を集中

　　することにより企業価値の向上に注力してまいります。これにより連結・個別決算とも３５０百

　　万円の特別損失を計上する見込みであります。

　　(１)当該子会社の概要

　　　①商号 中部エナジス株式会社

　　　②本店所在地 愛知県犬山市字上小針１番地

　　　③代表者 岩田俊彦

　　　④設立 昭和５０年３月

　　　⑤資本金 ９０百万円

　　　⑥発行済株式数 １８０,０００株

　　　⑦株主構成 当社　１００％

　　　⑧事業内容 多機能整水器、石油給湯機、浴用循環浄化装置等の製造販売

　　(２)住設機器関連事業の最近３年間の概況

平成１７年３月期 平成１８年３月期 平成１９年３月期

売上高 １,３５４百万円 １,１０７百万円 ９５６百万円

営業利益 ４２百万円 △４３百万円 △２０百万円

　　(３)事業撤退の理由

　　　住設機器関連事業につきましては、数年来、市場環境の厳しさが増す中、積極的な営業活動や

　　　固定費の圧縮に努めてまいりましたが、直近２期では営業赤字を余儀なくされており、また当

　　　期につきましても大幅な減収及び営業赤字の拡大が見込まれます。こうした状況において今後

　　　の同市場の見通しなどを勘案いたしました結果、事業の継続が困難と判断したものであります。

　　(４)今後の見通し

　　　中部エナジス株式会社は、販売製品についての供給責任義務等を勘案し、１年間程度を目途と

　　　して受注生産を継続します。また、当面の間これまで販売した製品の顧客窓口としてメンテナ

　　　ンス業務等を継続いたします。
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　Ⅱ．固定資産処分損の発生について

　　資産効率の向上を図るため、旧磁器製造工場などの建物や設備について検討を行った結果、将来

　　的に使用する予定のない固定資産の処分を行うことといたしました。これにより連結・個別決算

　　とも２００百万円の特別損失を計上する予定であります。

　　主な処分対象固定資産

内　容 帳簿価額及び撤去費用

旧磁器製造工場 ６０百万円　　　

その他建物・設備 ９０百万円　　　

建物･設備撤去費用等 ５０百万円　　　

　Ⅲ．不具合製品費用負担金の発生について

　　　既納入製品の一部に不具合が発生(２件)したため、取替費用を当社が負担することとなりまし

　　　た。これにより特別損失を９０百万円程度計上する見込みであります。

（注記）

　　上記の予想は、発表日現在で得られた情報に基づき作成したものであり、不確定要素を含んでお

　　ります。従いまして、実際の業績は、状況の変化によって予想数値と異なる場合があります。

以　上
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